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3年生　第２セッション

考える力、ありますか？
所要時間
50分

目的

１．意思決定のステップ（期待効果モデル）の一部分を体験させ、理解させる。

２．自分の考えの持ち方の1つとして、意思決定の3ステップを活用させる。
準備するもの

□フラッシュカード（「ピア・サポート」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」）
□ポスター「3年生ピアの目標」

□模造紙①「今日のテーマ・目標・流れ」
□模造紙②「決め方３ステップ」
□提示用プリント①～③「選択肢」
□プリントA「決め方3ステップ」（生徒数，A4）

□プリントB「卒業を記念して何かしよう！」（生徒数，B4）

□第2回振り返り用紙（A4：生徒数）
　

＊本時には、まとめプリントはありません。

プリントＡを活用してまとめを行います。

般化維持プログラム　　　　　　　　　
□チャレンジ・プリント

□中学校3年生ピアピア新聞第2号（生徒数）

生徒の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

· 筆記用具
	活動項目

(所要時間／
累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習（5分）

	復習(5/5)

	1．ピア・サポートの意味は？

・今日はピア・サポートの2回目の授業です。ピア・サポートとはどんな意味でしたか？

・そうです。「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」という意味でしたね。
・では支え合い・助け合う関係をつくるために大切な2つのこととは何でしたか？

・はい、誰もが「周りの人を大切にすること」と、「自分を大切にすること」の2つを大事にすることです。

・今日もこの2つのことを頭に入れて、学習を進めていくようにしましょう。

2．中学校3年生の目標は？

・では次の質問です。中学校3年生のピア･サポートの目標は何でしたか？

・（教室のポスターを指差し）そうです。あそこに書いてあります。みんなで読んでみましょう。

→一斉に音読させる。

3．集団がいろいろ考えて話し合って決めるときに大切なこと3つ
・前の授業では、みんながみんなのことを話し合って決めるためには、大切なものが3つあると伝えました。どんな３つだったでしょうか？

・そうです。「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」の3つでした。

・3年生の目標である「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」を達成するためにはこの3つが必要です。
・前の授業では、話し合いに臨むスタイルには「良く言えば人に合わせる/悪く言えば人任せにするスタイル」と「直感で選んだものを押しとそうとするスタイル」と「いろいろ考えて話し合おうとするスタイル」の3つがあることを知り、それぞれの良いところと良くないところを考えてもらい、まずは話し合いに参加することの大切さについて知りました。参加しなければ話が進まないですからね。

・今日は2つ目の「考えること」について学習します。

・集団での話し合いに臨むときには、自分の考えを持っていなくてはなりません。ですから、その考えを持つための意思決定のステップを知り、練習してみることにします。

	「仲間や友だちが支え合い、助け合う」
「自分の意思と共に、周りの人と決めよう」

「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」

	●フラッシュカード「ピア・サポート」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」

◇フラッシュカード提示
●（あらかじめ掲示）ポスター「3年生ピアの目標」
●フラッシュカード「参加すること」「考えること」「歩み寄ろうとすること」
◇フラッシュカード提示


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れ（1分）

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
・それでは、今日のテーマと目標を発表します。

　こちらを見ましょう。
テーマ：「考える力、ありますか？」

目　標：「理由が話せる意思決定ができるようになろう」
2．今日の学習の流れの説明
· 次に今日の学習の流れを説明します。

· さっき、①「復習」が終わりました。今は②「今日の学習の説明」をしています。

· これから③の活動に入って意思決定の3ステップというものを学びます。
· それから、④「まとめ」を行い、⑤「振り返り用紙」を書いて終わりです。

	
	●模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

◇模造紙①の提示



	3．活動「卒業を記念して何かしよう！」（37分）

	ステップの説明(4/10)

ステップ1の説明(5/15)
ステップ2の活動(10/25)

ステップ3の活動
(8/33)
全体シェアリング(5/38) 
まとめ

(5/43)
	1．意思決定の3ステップ
· では早速、意思決定の3ステップを説明します。プリントを1枚、配ります。空欄を埋めながら聞きましょう。
⇒活動に時間をかけたいので、ステップの説明にはあまり時間をかけすぎないよう、一通り伝える程度にする。
・意思決定のステップ１は、「決めたいものの選択肢をできるだけたくさん挙げる」です。

· みなさん、物事を決めるときには自分にとってもみんなにとっても一番よいものを選びたいですよね。そうすると、できるだけ幅広く、たくさんの選択肢を候補として挙げるようにすることが大切です。
· できるだけたくさんの選択肢をあげるためには、驚くような選択肢や型破りでばかばかしいと思われる選択肢、それはない！と直感的には思われる選択肢でも、まずは考えてみた方がよいのです。初めから「これかこれ」と決めてしまうと、選択の幅が狭くなるからです。

· 次にステップ2です。「選ぶ基準を挙げて、大切だと思う順に並べる。」です。
· 選ぶ基準とは、物事を選ぶとき、自分が何を大切にして決めるかを考えるときの「物差し」のことです。
· このステップは、とっても大切なステップです。この段階で、自分がそれを選ぶときに、大切にしたいと思う条件、これだけは譲れないと考える条件をはっきりさせておきます。

· 最後にステップ3です。それは「それぞれの選択肢が「選ぶ基準」を満たすかどうかチェックして1つのものに決定する。」です。
· ここでは、ステップ2であげた選択肢を、選ぶ基準に照らし合わせて、合うかどうか1つ1つチェックします。
· それから、選ぶ基準にあった選択肢を1つ「決定」することになります。

· もちろん、最後にはそうして決めた「自分の意思決定を振り返る」ことも大切です。空欄には「振り返り」ましょう、と入ります。
· 自分が選んだ選択肢が、これで本当に良いかどうかを、最後のこの段階で見直すのです。そして選んだ選択肢が、満足できないときは、なぜなのか、どこに不満が残るのかを考えます。それが見えてきたら、もう一度、それぞれのステップを見直します。

· 意思決定の3ステップ、わかりましたか？とにかく一度、このステップを実際に使ってみましょう。
2．卒業を記念して何かしよう！ステップ1「選択肢」を挙げる
· これからプリントＢ「卒業を記念して何かしよう！」というプリントを配ります。
· 今日の課題は前回と同じです。前回は、具体的な中身は考えませんでしたからね。続きだと思ってください。
· ではプリントを見ましょう。ステップ1は、「決めるものの選択肢をできるだけたくさん挙げる」です。
· 今日は先に3つの選択肢を例として書いておきました。「人文字」と「ゴミ拾い」と「一芸大会」です。
· 他に皆さんだったら何を思いつきますか？空欄を2つ用意しました。思いつくものを2つ四角に書き込んでみましょう。

· 時間は2分くらいでよいでしょうか。

· (生徒の様子を見て)そろそろ2つ書き込めましたか？

· では、先に進みます。
3．卒業を記念して何かしよう！ステップ2「選ぶ基準」を考える 
· 次のステップですることは「選ぶ基準を大切だと思う順に並べること」です。

・先ほども説明しましたが、「選ぶ基準」とは物事を選ぶときに自分が何を大切にして決めるかを考えるための「物差し」のことで、あなたがある物事を選ぶときに、一番「譲れない」と思うものの順序のことです。
· プリントのステップ3のところを読みます。
→問題を読む。

· そして、□の中に「卒業記念にすることを選ぶ基準例」が挙げられています。それらを参考にして、「選ぶ基準」を5つ考えましょう。
· 5つ選べたら、表の「選ぶ基準」のところに、大切だと思う順に1位から書き入れていきます。では、始めましょう。
→5つの基準を選び、1位から順に書き込む（5分程度）。

・(4-5分後)では、せっかくなのでみなさんはどんな基準が１位になったのか発表してもらいましょう。

→どの基準を1位にしたか聞いて、それにコメントをしながら（例えば「みんなでできること、って何かいいですよね」など）全体のシェアをする。同じものを選んだ生徒がいるかどうか挙手で確認してみるとよい。

・選んだ基準はいろいろありましたね。どの基準を１位にするかは、人によって違います。それでよいのです。その人が何を一番大切にするか、「価値観」は人によって違います。

4．卒業を記念して何かしよう！ステップ3「チェックして決定する」
· 最後にステップ3です。今、みなさんが決めた基準を、それぞれの選択肢が満たしているのかどうか、チェックします。

· ではプリントの説明文を読みます。

→問題を読む。

・どの程度なら満たしているというかどうかは、自分の考えで決めてかまいません。例えば、時間がかからないことは、どの程度の時間ならかかっていないとするかどうかは、人によって違うということです。
・チェックができたら、そのまま得点を出して1つに決定して構いません。では、始めましょう（4-5分程度）。
· (生徒の様子を見て)どうでしょう？得点は出ましたか？

· もしかすると同点が出た人もいると思います。その場合には、選ぶ基準を追加していくようにします。点数に差が出るまで足していくといいですよ。
· 今日のところは、それでも同点のものがあれば、それらを2つとも記入してかまいません。

· (さらに生徒の様子を見て)では、そろそろ活動は終わりです。前を向きましょう。

5．全体シェアリング

· では、みなさんが最終的に選んだ物を聞いてみます。四角に書き込んだ文章を読み上げて発表しましょう。
→挙手をさせる、または指名する。
・（生徒の発表を聞いて）きちんと理由がある意思決定になっていますね。とてもよいです。
6．まとめる

・私たちはいつも、このようなクラスのことを、何となく多数決で決めようとしています。けれど、本当はその多数決の前には、それぞれが自分の頭の中で今日のような意思決定をすることが大切なのです。

· それでは、今日最後の質問です。最終的に選んだ結果に、自分が満足している人？どれくらいいますか？

· では、満足していない人？

· いますね。なぜ満足できないのでしょうか？考えられる理由はいくつかあります。

→（時間があれば生徒たちに考えさせる。なければ解説する）

· まず、選択肢が少なかった可能性があります。この場合、ステップ1に戻り、もっといろいろな候補を挙げて、選べる範囲を広げなくてはなりません（模造紙を指しながら）。

· 次に、選ぶ基準の選択を誤った場合もあります。これは、ステップ2に関係することです（模造紙を指しながら）。

・（★重要箇所、ゆっくり）「選ぶ基準」には、みなさんが日ごろから自分にとって大切なことは何であると考えているか、ということが反映されます。実は、意思決定の中でこのステップが一番重要で、一番難しいところです。

・もし、この選ぶ基準をちゃんと考えないで物事を決めてしまうと、後悔が大きくなることが多くなります。

・自分が満足できる決定をするためには、日ごろから自分にとって大切なことを意識していることが重要です。


	「選ぶ基準」を選ぶ
表に書き込む
挙手して答える
数字を○で囲む
プリント記入
挙手する

挙手する

挙手する
	●プリントＡ「決め方３ステップ」

◇プリント配付、

●模造紙②「決め方3ステップ」（□の箇所をマスクカードで隠しておく）
◇模造紙②掲示
◇マスクカードをはがす
◇マスクカードをはがす

◇マスクカードをはがす

●プリントB「卒業を記念して何かしよう！」
◇プリントB配付
●提示用プリント①～③

◇提示用プリント①～③掲示

◇活動の補助
◇活動の補助

◇板書
◇活動の補助


	4．まとめ（2分）

	まとめ(2/45)
	· では、今日の授業はここまでにしましょう。もう一度、今日学習した「意思決定の３ステップ」を確認します。これから私がステップを読み上げていきますので、みなさんも色ペンを出して、各ステップを目で追いながら線を引いていきましょう。
→プリントAを読み上げながら、3ステップを全体で確認し、まとめとする。


	プリント記入
	

	5．振り返り用紙の記入（5分）

	記入と回収、次回の予告(5/50)
	· 最後に振り返り用紙に、この授業を振り返ってみての感想や考えを書きます。まとめプリントを裏返しましょう。

· 次回は、  月   日です。次の授業では、今日学習したじっくり分析して決める方法をもう一度、練習してみます。

	振り返り用紙記入、提出
	●第2回振り返り用紙 
◇第2回振り返り用紙配付、回収 





板書計画（案）

	　　
ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄ
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歩み寄ろうとすること





考えること
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仲間や友だち同士が


お互いに支え合い、助け合う





模造紙①


今日の授業テーマなど





掲示用プリ①





模造紙②


決め方３つのステップ
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